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１ 理事長によるメッセージ 

 

当院は 1995 年に開院しましたが、病院経営の自由度をさらに高め、患者さんの

立場に立ったより良い病院づくりを目指し、2016 年に地方独立行政法人へ移行して

います。 

“すべてのサービスは患者さんのために”の精神のもと、高度で専門的な「がん診

療」、断らない「救急医療」、高齢化時代の「脳・心臓・血管診療」を診療の３本柱

に据えています。 

 

「がん診療」では、「地域がん診療連携拠点病院」として、手術、化学療法、放射

線治療から緩和ケアまで高度専門的な医療を提供しています。2021 年に「がんゲノ

ム医療連携病院」に指定され、ゲノム医療にも本格的に取り組んでいます。また、

2023 年 1 月に「大腸外科」を開設し、大腸がんに関する診療体制の一層の充実を図

っています。 

当院はロボット支援手術件数が甲信越地方で最も多く、さらに安全で質の高いロ

ボット支援手術を展開していくため、2022 年 4 月に「ロボット手術センター」を設

置しました。2023 年 2月には県内で初めて膵臓がんのロボット手術を実施していま

す。  

「救急医療」では、当院には重症患者・救急車搬送に対応する「救急センター」と

長野市医師会員が夜間初期救急医療に対応する「急病センター」が設置されていま

す。2017 年には、救急隊員の知識・技術向上など救急医療の充実を図るため、長野

市消防局と連携し、県内初となる派遣型「救急ワークステーション」事業を開始し

ています。2020 年には、長野県より「地域災害拠点病院」および「長野県 DMAT 指

定病院」の指定を受け、災害時の医療・救護体制を整備しています。  

「脳・心臓・血管診療」では、2016 年に「心臓血管センター」を設置、2017 年に

心臓血管外科を開設し、心臓・血管診療を充実させています。北信地域で唯一の脳

卒中ケアユニット（SCU）12 床を有し、一次脳卒中センターとして急性期脳梗塞に

対する脳血管内治療を推進しています。2022 年 4 月に一次脳卒中センター・コア施

設の上位認定を受けています。 

 

診療の３本柱以外に、当院は市民病院に求められる医療として、「予防医療」、「在

宅医療」、「診療支援」にも積極的に取り組むとともに、「子どもに関する医療」や「新

型コロナウイルス感染症」への対応にも力を入れています。 

「予防医療」では、日帰り人間ドックをはじめとする健診事業を通して、糖尿病や

循環器病等の予防啓発、並びにがん、その他生活習慣病の早期発見・早期治療を推

進しています。 

「在宅医療」では、2016 年に地域包括ケア病棟を開設、訪問看護ステーションと

一体化した「地域包括ケアセンター」として運用し、高齢者の在宅医療を支援して

います。2022 年 1 月には総合診療科を開設し、訪問診療と訪問リハビリテーション

を開始し、在宅医療支援をさらに充実させています。 

「診療支援」では、長野県より「地域医療人材拠点病院」に指定され、近隣の医師

不足病院や長野市国保鬼無里診療所へ医師を派遣しています。 

「子どもに関する医療」では、2020 年に「子どものこころ発達医療センター」を

設置し、小児心身症・発達障害等の診療に取り組んでいます。2019 年に「生殖医療

センター」を設置し、2023 年 1 月から県内で 2 施設目となる不妊治療の着床前遺伝
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子診断を開始しています。 

「新型コロナウイルス感染症」に対しては、2020 年 5 月に病院敷地内に設置され

た「長野市医師会 PCR 検査センター」の運営に協力してきました。また、コロナ専

用病棟（最大 15 床）を設置し、陽性患者の受入れを積極的に行っています。 

 

経営面では、コロナ禍を契機に医療需要が縮小する中で、増収対策やコスト適正

化対策を徹底し、働き方改革を踏まえた業務運営の改善を進めながら、中期目標・

中期計画の達成に向けて一丸となって取り組んでいます。2022 年度の診療報酬改定

において、大学病院に準じた高い診療機能を有する「DPC 特定病院群」に指定され

たほか、2022 年 6 月には、地域医療の確保に重要な役割を果たしており、かつ経営

の健全性が確保されていることが評価され、「自治体立優良病院表彰（会長表彰）」

を受賞しました。そうした取り組みの中、2022 年度の当期総利益は 1,069 百万円と

なり、地方独立行政法人化後、7 年連続で黒字経営を維持することができました。 

 

「病院再整備事業」については、2022 年 5 月に着工した新棟（東館）増築工事が

2023 年 3 月に竣工し、健診センター、地域包括ケアセンター病棟、透析センターを

拡充して既存棟から移転しました。東館の活用により、これまで以上に市民の皆さ

んの健康増進ならびに高齢者医療の充実に貢献していきます。また、2023 年度には

施設の老朽化・狭隘化等を解消するため、既存棟の改修工事を実施します。 

 

当院は引き続き、地方独立行政法人の特長である自律性、機動性、柔軟性及び効

率性を最大限発揮した組織運営に努めるとともに、医療を通して市民・地域社会に

貢献してまいります。 

 

地方独立行政法人長野市民病院 

理事長 池田 宇一 
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２．法人の目的、業務内容 
 
(1) 設立目的  
   地方独立行政法人法に基づき、地域住民に救急医療及び高度医療をはじめと

した医療を提供するとともに、地域の医療機関との機能分担及び連携を行うこ
とにより、住民の健康の維持及び増進に寄与することを目的とする。 

 
(2) 業務内容 

ア 医療を提供すること。 
イ 医療に関する調査及び研究を行うこと。 
ウ 医療に従事する者に対する研修を行うこと。 
エ 医療に関する地域への支援を行うこと。  
オ 人間ドック、健康診断等の予防医療を提供すること。 
カ 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

 
 
３．法人の位置付け及び役割 
 
(1) 長野市民病院の性格と役割 
 

1.悪性新生物(がん)、心疾患、脳血管疾患などの治療に重点を置いた先端高度医

療を行います。 

2.24時間、365日、いつでも救急患者を受け入れ、長野市北部地域の救急医療の

拠点として、市民が安心して暮らせるための救急医療の提供を行います。 

3.重点医療のほか、すべての診療科において各部門との連携を密接に行い、急性

期疾患を中心とする高度な専門的診療を行います。 

4.地域医療機関との機能分担に配慮し、相互の円滑な連携を図り、地域全体とし

ての最適な医療を行うために、病診、病病、医療・福祉連携を推進します。 

5.医学、医療技術の進歩に応じた医療機器、医療技術を備え、地域の医療関係者

の研修および研究の場としての役割を果たします。 

6.高齢化社会の進行に合わせ、高齢者医療の充実を図り、訪問看護などの継続看

護を実施し、在宅ケアを必要とする患者の支援システムを確立します。 

7.市民の健康教育、病気の予防、治療からリハビリテーションまでを一貫して行

う保健医療の拠点にします。また、保健医療情報等の提供、地域住民等を対象

とした講演会等を行い、住民の医療と福祉の増進に寄与します。 

 
(2) 地域の中での役割に基づく医療の提供 
 

現在、医療の分野では役割分担が明確になっており、地域のかかりつけ医が患
者さんの普段の健康管理や診察を行い、より詳しい検査や専門的治療が必要な場
合には、かかりつけ医からの紹介により病院が診療を行うという医療連携が推進
されています。 
私たちの地域には、当院の他にもそれぞれ伝統と優れた機能を持つ多くの病院、

診療所、福祉施設等があります。 
住民の皆さまが安心して暮らせるためには、地域全体として医療・福祉資源を

有効に活用することが必要です。 
当院においても、基幹病院と地域のかかりつけ医が役割を分担し、連携しなが

ら適切な医療を提供する「地域医療連携」を推進し、諸医療・福祉機関との機能
分担と連携に努めてまいります。 
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４．中期目標の概要（前文） 

 

地方独立行政法人長野市民病院（以下「法人」という。）は、市民の健康の維持・

増進及び福祉の向上に資するため、地域の中核病院として、24 時間 365 日の救急

医療を提供するとともに、「がん診療」及び「脳・心臓・血管診療」をはじめとする

高度急性期医療の充実に取り組んできました。 
また、地域の医療機関等との機能分担や連携を図りながら、地域包括ケア病棟 の

開設や訪問看護体制の強化など、地域包括ケアシステムの構築を推進し、在宅医療

の支援に取り組むと同時に、地方独立行政法人の特長を生かした効果的かつ効率的

な病院運営を行うことで、経営基盤の確立に努めてきました。 
一方、少子高齢化の更なる進展により医療需要は今後大きく変化することが見 

込まれており、市の政策とも連携しながら、市民病院として求められる役割や市民

のニーズを適切に捉え、より一層、効果的かつ効率的に診療機能の充実と病院経営

の安定化を図っていく必要があります。 
更に、今後も新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた病院経営を行う必要 

があるとともに、近年多発する大規模自然災害や新興・再興感染症の発生時におい

ても、必要な医療サービスの提供が求められるほか、働き方改革の推進による職場

環境の改善やデジタル技術の活用等を通じて、良質な医療を将来にわたって持続的

に提供していく必要があります。 
そこで、長野市は、病院開設以来の実績と信頼を土台として、引き続き高度急性

期医療の充実を図りながら、地域包括ケアシステムの構築を推進するため、地域医

療機関等との機能分担と連携を更に強化することで、これまで以上に公立病院とし

ての使命と責任を積極的に果たしていくことを法人に求め、ここに第３期の中期目

標を定めます。  
 
 
５．理事長の理念並びに運営上の方針及び戦略 
 
(1) 長野市民病院の理念 

  
 
 
 
 

1. 命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します。 

2. 医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します。 

3. 個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする医療を提供し

ます。 

4. 地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、円滑な連携を図ります。 

 
 
(2) 長野市民病院のミッション 

 

当院では、「がん診療」、「救急医療」、「脳・心臓・血管診療」を３本柱とす

る高度急性期医療を提供するとともに、市民病院として健診等の「予防医療」、

私ども職員は、患者・地域の皆さまと手を携え、地域に開かれた病院としての 

医療を実践します 
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訪問看護や地域包括ケア病棟の活用による「在宅医療」の支援、近隣病院等へ

の「診療支援」に注力し、ミッションの達成に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）長野市民病院の基本的な目標等 

 

地域の中核病院として、地域の医療機関等との機能分担と連携強化を図りなが

ら、がん診療をはじめ、心疾患・脳血管疾患・糖尿病などの生活習慣病の診療を

中心とした高度専門医療や、初期救急はもとより、入院治療が必要な重症者に対

応した救急医療の更なる充実を目指します。 

  また、人口減少、少子・超高齢社会の到来を背景とした今後 10年から 20 年の

医療需要や医療環境の変化に適切に対応し、高度で良質・安全な医療を将来にわ

たって継続的に提供します。 

さらには、地方独立行政法人の特長である自律性、機動性、柔軟性及び効率性

を最大限発揮した組織運営に努めるとともに、長野医療圏、ひいては広く北信地

域全体に貢献できるこれからの時代にふさわしい公立病院としての使命と責任

を果たし、市民の健康の維持・増進及び市民の福祉の向上に資する市民のための

病院となることを目指します。 

 

 

（4）長野市民病院  長期経営構想 

 

 第 3 期中期計画期間（2022 年度～2025 年度）をＶａｌｕｅＵｐの期間と位置

づけ、医療の質を高め、患者満足度を高め、働きやすい職場にして、「患者さん、

地域、職員の誰からも選ばれる信州のマグネットホスピタル」となるよう取り組

んでまいります。 

  

～市民病院としての医療～ 

予防医療、在宅医療、診療支援 

５つの基本方針 
 
1. がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病の４疾病をはじめとす

る生活習慣病を主体とした高度急性期医療を提供します 
2. 24 時間 365 日、市民が安心して暮らせるための救急医療を提

供します。 
3. 地域の関係機関との機能分担と連携を図り、地域全体として

最適な医療を提供します 
4. 地域の医療関係者の生涯教育の場としての役割を果たします 
5. 地域住民に対し公衆衛生に関する啓発を行い、住民の健康の

保持と増進に寄与します 
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  第１期中期計画期間 

地方独立行政法人に移行

し、長野市から経営的に

独立するために、経営基

盤の安定を図った。 

第２期中期計画期間 

機能の強化、施設の長寿

命化、狭隘化の解消のた

め、病院再整備事業を計

画した。 

第３期中期計画期間 

病院の価値を高め、患者

さん、地域、職員の「誰

からも選ばれる病院」を

目指す。 
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６．中期計画及び年度計画の概要 
 
  中期目標を達成するための中期計画と当該計画に基づく年度計画を作成してい

ます。中期計画と当事業年度に係る年度計画との関係は以下のとおりです。 
 
◆は目標指標を記載しています。 

第３期中期計画 令和４年度年度計画 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するため 

とるべき措置 

１ 市民病院が担うべき医療 

（1）救急医療 

ア 地域の中核病院としての救急医療の充実 

イ 救急搬送患者の円滑な受入れ 

ウ 重症患者の緊急治療・検査、緊急入院への

対応 

エ 長野市医師会との協働による夜間初期救

急医療の提供 

オ 地域の救急医療の質向上 

 

 

 

◆ 救急車搬送受入件数の長野医療圏全体の

救急車搬送件数に占める割合（％） 

 

ア 地域の中核病院としての救急医療の充実 

イ 救急搬送患者の円滑な受入れ 

ウ 重症患者の緊急治療・検査、緊急入院への

対応 

エ 長野市医師会との協働による夜間初期救

急医療の提供 

オ 地域の救急医療の質向上 

  救急隊との症例検討会や救急隊向け脳卒

中セミナー等を開催する。 

 

◆ 救急車搬送受入件数の長野医療圏全体の

救急車搬送件数に占める割合（％） 

 

（2）がん診療 

ア 地域がん診療連携拠点病院としての高度

専門的ながん診療の提供 

イ 先進技術を活用した手術の推進 

 

 

 

 

ウ 放射線治療の推進 

エ 薬物療法の推進 

オ がんゲノム医療の推進 

カ 緩和ケア提供体制の強化 

キ がん周術期等の口腔ケアの推進 

ク 相談支援体制の充実 

 

 

 

 

 

◆ がん新入院患者数（人） 

 

ア 地域がん診療連携拠点病院としての高度

専門的ながん診療の提供 

イ 先進技術を活用した手術の推進 

新たに「ロボット手術センター」を開設

し、ロボット支援手術の適用拡大を図る

など、先進技術を活用した手術を推進す

る。 

ウ 放射線治療の推進 

エ 薬物療法の推進 

オ がんゲノム医療の推進 

カ 緩和ケア提供体制の強化 

キ がん周術期等の口腔ケアの推進 

ク 相談支援体制の充実 

オンラインがん相談による利便性への配

慮等により、院内外のがん患者・家族、

医療機関等からの相談等に適切に対応す

る。 

 

◆ がん新入院患者数（人） 

 

（3）脳・心臓・血管診療 

ア 脳卒中治療の充実 ア 脳卒中治療の充実 
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イ 心臓・血管診療の充実 

ウ 糖尿病治療の充実 

エ 透析治療の充実 

 

・「脳卒中相談窓口」を設置し、脳卒中患者に

対して医療及び介護に関する適切な情報提

供を行う。 

・診療体制の強化を図る中で、長野医療圏に

おける脳卒中医療の中核施設となる「一次

脳卒中センター（PSC）コア」の認定を目指

す。 

イ 心臓・血管診療の充実 

ウ 糖尿病治療の充実 

エ 透析治療の充実 

 

（4）手術・集中治療 

ア 手術部門の体制強化 

イ 集中治療部門の機能充実 

 

◆ 全身麻酔手術件数（件） 

 

ア 手術部門の体制強化 

イ 集中治療部門の機能充実 

 

◆ 全身麻酔手術件数（件） 

 

（5）高齢者等に配慮した医療 

（6）急性期後の患者に対する医療 

◆ 地域包括ケア病棟への直接入院患者数

（人） 

 

◆ 地域包括ケア病棟への直接入院患者数

（人） 

 

（7）子どもに関わる医療 

ア 小児心身症・発達障害等の小児医療の推進 

イ 不妊治療の推進 

ウ 病児・病後児保育への対応 

 

ア 小児心身症・発達障害等の小児医療の推進 

イ 不妊治療の推進 

ウ 病児・病後児保育への対応 

 

（8）予防医療 

 

人間ドックの運用見直しによりキャンセル 

待ちの解消に努めるほか、健診ニーズに応えた 

新たなバリエーションの検討など、更なる健診 

の質向上を図る。 

 

（9）災害時対応 

ア 災害発生時の備えとしての医療・救護体制

の整備 

イ 地域災害拠点病院としての役割 

 

◆ 日本 DMAT 資格保有者延べ人数（人） 

 

ア 災害発生時の備えとしての医療・救護体制

の整備 

イ 地域災害拠点病院としての役割 

 

◆ 日本 DMAT 資格保有者延べ人数（人） 

 

（10）新興感染症等への対応 

 

２ 患者サービスの向上 

（1）患者中心の医療 

ア 患者の視点に立った「説明と同意」の徹底 

イ クリニカルパスの活用による医療の標準

ア 患者の視点に立った「説明と同意」の徹底 

イ クリニカルパスの活用による医療の標準
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化及びチーム医療の質向上 

 

◆ クリニカルパス適用率（％） 

 

化及びチーム医療の質向上 

 

◆ クリニカルパス適用率（％） 

 

（2）快適性及び利便性の向上 

ア 患者満足度の向上 

 

 

 

イ 接遇の向上 

ウ プライバシー確保や利便性に配慮した院

内環境の整備 

エ 外来診療の待ち時間、検査・手術待ちの改

善等 

 

◆ 入院患者総合満足度（％） 

◆ 外来患者総合満足度（％） 

 

ア 患者満足度の向上 

院内無料 Wi-Fi 環境を整備するなど病院

再整備事業を通してアメニティの向上を

図る。 

イ 接遇の向上 

ウ プライバシー確保や利便性に配慮した院

内環境の整備 

エ 外来診療の待ち時間、検査・手術待ちの改

善等 

 

◆ 入院患者総合満足度（％） 

◆ 外来患者総合満足度（％） 

 

（3）ボランティアの受入れ 

（4）情報提供の推進 

 

YouTube を活用した市民健康講座等の市民向け 

講演会を開催する。 

 

 

３ 医療に関する調査及び研究 

 

４ 医療提供体制の充実 

（1）地域包括ケアシステム推進体制の充実 

ア 地域医療支援病院としての地域完結型医

療の推進 

イ 地域包括ケアシステムの構築に向けた在

宅医療の推進 

 

◆ 紹介件数（件） 

◆ 逆紹介件数（件） 

◆ 訪問看護訪問件数（件） 

 

ア 地域医療支援病院としての地域完結型医

療の推進 

イ 地域包括ケアシステムの構築に向けた在

宅医療の推進 

 

◆ 紹介件数（件） 

◆ 逆紹介件数（件） 

◆ 訪問看護訪問件数（件） 

 

（2）他の中核病院等との連携強化 

（3）近隣病院等への診療支援 

（4）医療機器の計画的な更新・整備 

（5）デジタル技術の活用 

 

AI 問診の導入や将来的なオンライン診療への 

活用を検討する。 

 

（6）病院運営に関する地域の意見の反映 
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（7）医療職の人材確保及び育成 

ア 医師、看護師、その他必要な人材の確保 

イ 専門性を持った質の高い人材の育成 

ア 医師、看護師、その他必要な人材の確保 

イ 専門性を持った質の高い人材の育成 

 

（8）教育研修 

（9）医療安全対策 

ア 医療事故防止対策 

イ 院内感染対策 

 

 

 

ウ 職員全体研修の実施 

 

ア 医療事故防止対策 

イ 院内感染対策 

新型コロナウイルス感染症に対して感染

防止対策を徹底しながら、状況に応じて

適切に対応する。 

ウ 職員全体研修の実施 

 

（10）コンプライアンス（法令遵守）の徹底 

ア 関係法令の遵守による適正な業務運営 

イ 個人情報保護、情報公開等への適切な対応 

 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 経営管理機能の充実 

（1）管理運営体制の強化 

ア 中期計画及び年度計画に基づく効果的か

つ効率的な業務運営の推進 

イ 経営情報の収集・分析・共有 

ウ 企画力・実行力の強化 

エ 会計情報の信頼性向上 

 

ア 中期計画及び年度計画に基づく効果的か

つ効率的な業務運営の推進 

イ 経営情報の収集・分析・共有 

ウ 企画力・実行力の強化 

エ 会計情報の信頼性向上 

 

（2）業務改善の推進 

ア 業務改善への職員の参画 

イ 病院機能評価等の外部評価の活用 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 病院機能評価の S及び A評価の比率（％） 

 

ア 業務改善への職員の参画 

イ 病院機能評価等の外部評価の活用 

公益財団法人日本医療機能評価機構によ

る病院機能評価、公益社団法人日本人間

ドック学会による人間ドック健診施設機

能評価などの第三者評価の結果を踏ま

え、継続的な医療サービスの向上及び業

務改善を図る。 

 

◆ 病院機能評価の S及び A評価の比率（％） 

 

 

２ 働きやすくやりがいのある職場環境の整備 

（1）人事評価制度の再構築 

 
適切な人事評価制度の導入に向けた検討を行

い、職員の目標達成意欲の向上及び組織の活性
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化と管理職の育成に努める。 

（2）働き方改革の推進 

◆ 月平均時間外労働時間（時間） 

 

◆ 月平均時間外労働時間（時間） 

 

（3）働きやすくやりがいのある職場環境づくり 

 

狭隘化の解消、アメニティの充実等に向けて 

病院再整備事業の既存棟の改修計画を推進 

する。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 効率的な経営の推進 

（1）計画的な施設・設備整備を踏まえた経営の推進 

◆ 経常収支比率（％） 

◆ 病院再整備事業及び高額医療機器等の更

新整備による影響を除く経常収支比率

（％） 

◆ 医業収支比率（％） 

◆ 新入院患者数（人） 

 

◆ 経常収支比率（％） 

◆ 病院再整備事業及び高額医療機器等の更

新整備による影響を除く経常収支比率

（％） 

◆ 医業収支比率（％） 

◆ 新入院患者数（人） 

 

（2）診療報酬改定等の制度改正への適切な対応 

 

DPC 特定病院群としての医療機能を維持し、 

DPC/PDPS（診断群分類別包括支払制度）の 

更なる評価向上を目指す。 

 

（3）適正な人員配置 

◆ 対医業収益給与費比率（％） 

 

◆ 対医業収益給与費比率（％） 

 

（4）診療報酬請求漏れや返戻・査定減の防止 

◆ レセプト返戻率（％） 

◆ レセプト査定率（％） 

 

◆ レセプト返戻率（％） 

◆ レセプト査定率（％） 

 

（5）未収金の管理と回収 

（6）業務の質と量に応じた費用の適正化 

◆ 対医業収益材料費比率（％） 

◆ 対医業収益経費比率（％） 

 

◆ 対医業収益材料費比率（％） 

◆ 対医業収益経費比率（％） 

 

 

２ 経営基盤の確立 

 

第５ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

１ 施設整備等に関する事項 

（1）病院再整備事業 
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◆ 病院再整備事業計画 

地域包括ケア病棟、透析室、健診部門の移転・ 

拡充を含む新棟の建設工事を実施し、病院再 

整備事業を推進する。 

 

◆ 病院再整備事業計画 

 

（2）施設設備等の維持管理 

 

第６ 予算（人件費の見積りを含む）、収支計画、資金計画 

１ 予算 

ア 人件費の見積り 

イ 運営費負担金の基準等 

 

２ 収支計画 

３ 資金計画 

 

第７ 短期借入金の限度額 

１ 限度額 

２ 想定される短期借入金の発生理由 

 

第８ 出資等に係る不要財産の処分に関する計画 

 

第９ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

 

第 10 剰余金の使途 

 

第 11 料金に関する事項 

１ 使用料及び手数料 記載なし 

２ 料金の納付 記載なし 

３ 使用料等の減免 記載なし 

 

第 12 その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項 

１ 施設及び設備に関する計画 

 

２ 中期目標期間を超える債務負担 

（1）移行前地方債償還債務 記載なし 

（2）長期借入金償還債務 記載なし 
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３ 積立金の処分に関する計画 記載なし 
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７．持続的に適正なサービスを提供するための源泉 
 
(1) ガバナンスの状況 

   当院では、役員（監事を除く）の職務の執行が法、他の法令、長野市の条例、
若しくは規則又は定款に適合することを確保するための体制、その他法人の業
務の適正を確保するための体制（内部統制システム）を整備するとともに、継
続的にその見直しを図る旨を業務方法書に定めています。 

   また、法人の業務の有効性及び効率性、財務報告の信頼性、事業活動に関わ
る法令等の遵守、資産の保全の４つを目的として、内部統制に関する必要な事
項を定めた、内部統制に関する要綱を定めるとともに、内部統制委員会、内部
統制を担当する役員、内部統制推進部門及び推進責任者を設置し、組織横断的
に内部統制を推進しています。 

 
 
(2) 役員等の状況 

 

役職 氏名 任期 備考 

理事長 池田 宇一 2020 年 4月～2024 年 3月 病院長 

副理事長 西村 秀紀 2022 年 4月～2024 年 3月 上席副院長 

副理事長 宮澤 政彦 2020 年 4月～2024 年 3月 長野市医師会長 

理事 松田 智 2022 年 4月～2024 年 3月 副院長 

理事 吉池 文明 2022 年 4月～2024 年 3月 副院長 

理事 草野 義和 2022 年 4月～2024 年 3月 副院長 

理事 内山 詞恵 2022 年 4月～2024 年 3月 副院長 

理事 望月 勇次 2022 年 4月～2024 年 3月 法人事務局長・事務部長 

監事 樋代 章平 2022 年 7月～2024 年 6月 八十二銀行 専務取締役 

監事 堀越 倫世 2020 年 7月～2024 年 6月 堀越倫世税理士事務所 税理士 

 
 
(3) 職員の状況 

職員数 959 名（平均年齢 38.5 歳、法人への出向者なし） 

（内訳）医師 121 名、看護師 528 名、医療技術員 148 名、その他 162 名 

 
 
(4) 重要な施設等の整備等の状況 

① 当事業年度中に建替整備が完了した主要施設等 
 長野市民病院東館 ３階 透析センター 

２階 地域包括ケアセンター病棟 
１階 健診センター 
 

② 当事業年度において建替整備中の主要施設等 
 なし 
 

③ 当事業年度中に処分した主要施設等 
 なし 
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(5) 純資産の状況 
 

① 純資産の状況 
（単位：百万円） 

区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

設立団体出資金 2,654   2,654 

利益剰余金 2,506 1,069  3,575 

純資産合計 5,161 1,069  6,230 

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。 

 
② 目的積立金の申請状況、取崩内容等 

 なし 
 

 
(6) 財源の状況 

 
① 財源の内訳 

（単位：百万円） 

区 分 金 額 構成比率（％） 

収入   

 運営費負担金 1,199 6.0 

 長期借入金等 2,306 11.6 

 業務収入 16,329 81.9 

 その他収入 104 0.5 

合 計 19,939 100.0 

（注）計数はそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致しないものがあります。 

 

 

② 自己収入に関する説明 
長野市民病院における自己収入として業務収入があります。 

収入全体の 8 割を占める業務収入の内訳としては医業収益や補助金等収益な
どがあります。2022 年度についても新型コロナウイルス感染症への対応とし
て感染患者受入れのための病床確保のために補助金が交付されております。 
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８．業務運営上の課題・リスク及びその対応策 

 

（1）リスク管理の状況 

   当法人では、業務方法書及び内部統制に関する要綱を定め、内部統制によ

って法人運営の障害となるリスク発生の防止、又はリスクが顕在化した場合

の損失の最小化を図るリスク管理に取り組んでいます。 

   リスク管理の体制として、内部統制担当役員を任命、内部統制推進部門及

び推進責任者を設置し、組織横断的な内部統制推進体制を整備しています。

また、内部統制委員会を設置し、内部統制に係る重要事項を審議するほか、

理事長が指名する内部監査員による内部監査を実施しています。 

   リスク管理の方法として、全社統制に係る内部統制の整備と業務プロセス

に係る内部統制の整備を図るため、リスク・コントロール・マトリックス（業

務のリスクと、リスクに対応する手段について関連づけた対応表）を作成し、

各部門において挙がったリスクに対する課題の解決に取り組んでいます。 

 

（2）業務運営上の課題及びその対応策の状況 

    当法人の「業務の有効性及び効率性」、「財務報告の信頼性」、「事業活動に

関わる法令等の遵守」、「資産の保全」の４つに関するリスクを管理するため、

下記の各業務プロセスのリスク・コントロール・マトリックスを作成しまし

た。 

その際に網羅的に挙げたリスクについて、発生の可能性や影響度によって

区分し、対応の優先順位を付けました。各部門において、優先順位に沿って

課題の解決に取り組み、その結果を内部統制委員会や監事監査において定期

的に報告しています。 

 

（各業務プロセス） 

・全社統制プロセス 

・医業収益プロセス 

・購買プロセス（診療材料） 

・購買プロセス（薬品） 

・在庫管理プロセス（診療材料） 

・在庫管理プロセス（薬品） 

・人事・給与プロセス 

・固定資産管理プロセス 

・出納プロセス 

・決算・財務報告プロセス 

 

 

９．業績の適正な評価の前提情報 

 

（1）市民病院が担うべき医療 

   当院は高度急性期病院として「がん診療」、「救急医療」、「脳・心臓・血管

診療」の３領域を診療の柱に据えています。それに加え、市民病院として「予

防医療」、「急性期後の患者に対する医療」、「医師不足施設への診療支援」、「子

どもに関する医療」等にも力を入れています。2023 年 3 月には病院再整備事
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業の中で新棟（東館）が竣工し、健診センター、地域包括ケアセンター病棟、

透析センターを拡充し、既存棟から移転しました。これにより、これまで以

上に市民の皆さんの健康増進ならびに高齢者医療の充実に貢献できるよう

になりました。 

   また、新型コロナウイルス感染症に対しては、専用病棟（最大 15 床）を

設置して陽性患者の入院受入れを行うほか、外来対応医療機関として 24 時

間 365 日、発熱患者等の診療・検査に対応しています。 

 

（2）患者サービスの向上 

    当院が掲げる「患者さんの権利」に則り、医療上の情報提供及び十分な説

明を受ける権利、並びに患者さんの自己決定権を尊重し、患者さんやご家族

に対する「説明と同意」を徹底しています。 

    その上で、患者満足度調査の実施による課題の把握や投書箱等へ寄せられ

る苦情・要望等への対応の検討を通して病院運営の改善に努めています。ま

た、窓口での番号呼び出しによるプライバシー確保や待ち時間の更なる改善

に取り組むとともに、病院再整備事業の中でプライバシー保護の強化に向け

て検討を進めています。 

 

（3）医療に関する調査及び研究 

 大学・企業などと連携した臨床研究並びに新薬や新しい治療法に関する治験、

市販後調査に積極的に対応しています。 

また、院内学術発表会の実施や、長野市民病院医学雑誌の発刊を通して、職

員の研究意欲を引き出し、高度専門医療を担う病院として医療水準の更なる向

上に努めています。 

 

（4）医療提供体制の充実 

 地域医療支援病院として、地域の関係機関との機能分担と連携の強化を図

り、地域包括ケアセンター（訪問看護ステーション及び地域包括ケアセンタ

ー病棟）及び「長野市在宅医療・介護連携支援センター」の運営を通して在

宅医療を積極的に推進し、地域包括ケアシステムの構築を支援しています。

また、高額医療機器更新計画等を踏まえて医療機器の計画的な更新・整備を

図ったほか、医療職の適切な人材確保・育成並びに職員のキャリアアップ支

援に努めています。 
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１０．業務の成果及び当該業務に要した資源 

 

（1） 令和４年度の業務実績とその自己評価 

 

（単位：百万円） 

大 項 目 評価結果 行政コスト 

第１ 市民に対して提供するサービスその 
他の業務の質の向上に関する目標を達成 
するためとるべき措置 

Ａ 計画どおり 16,564 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する 
  目標を達成するためとるべき措置 Ａ 計画どおり  

第３ 財務内容の改善に関する目標を達成 
  するためとるべき措置 Ａ 計画どおり  

第４ その他業務運営に関する重要事項を 
達成するためとるべき措置 

Ａ 計画どおり  

第５ 予算(人件費の見積りを含む)、収支計 
画及び資金計画 － ※  

第６ 短期借入金の限度額 
 

－ ※  

第７ 剰余金の使途 
 

－ ※  

第８ その他設立団体の規則で定める業務 
運営に関する事項 Ａ 計画どおり  

法人共通 16,564 

合 計 16,564 

※第５～７は、内容の性質上、評価基準によらない評価とする。 

 

 

 

 

  ※ 大項目評価基準 
大項目の評価は、地方独立行政法人長野市民病院の業務の実績に関する評価 

実施要領に定められた基準に基づき実施している。 
 
・評価 S：特筆すべき成果・・・・・・・・・（市長が特に認める場合）  
・評価 A：計画どおり・・・・・・・・・・・（中項目評価平均が４.０以上）  
・評価 B：概ね計画どおり・・・・・・・・・（中項目評価平均が３.０～３.９） 
・評価 C：計画を下回っている・・・・・・・（中項目評価平均が２.９以下） 
・評価 D：業務の改善が必要・・・・・・・・（市長が特に認める場合） 
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１１．予算及び決算の概要 

       （単位：百万円） 

区分 予算額 決算額 
差額 

（決算－予算） 
差額理由 

 収入の部  16,404  17,633 1,229  

  営業収益 16,246  17,446 1,200 ① 

  医業収益 14,972    15,735 763 ② 

   運営費負担金収益 1,116  1,116 0  

   資産見返負債戻入 79  69 ▲10  

    その他営業収益 79  526 447 ③ 

  営業外収益 158  187 29  

   運営費負担金収益 83  83 0  

   その他営業外収益 75  104 29  

 臨時利益 - - -  

 支出の部  16,447  16,564 117  

  営業費用 16,202 16,306 105  

   医業費用 15,924  16,000 76  

    給与費 8,095 7,876 ▲219  

    材料費 4,371 4,569 198 ④ 

    経費 2,458  2,610 152 ⑤ 

    減価償却費 946 892 ▲54  

    研究研修費 54  54 0  

   一般管理費 278 306 28  

  営業外費用 246  258 12  

 臨時損失 - - -  

 純利益  ▲43 1,069 1,112  

 目的積立金取崩額 - - -  

 総利益   ▲43  1,069 1,112  

（注）計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

 

 

① 入院単価や外来単価が増加したこと等による 

② 外来患者数が増加したこと、化学療法の注射収入が増加したこと等による 

③ 新型コロナウイルス感染症の補助金収入が増加したこと等による 

④ 化学療法の注射薬の購入が増加したこと等による 

⑤ 水道光熱費の単価の高騰、新棟増築、高額医療機器購入による控除対象外消費

税の増加等による 
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１２. 財務諸表の要約 

 

(1) 貸借対照表 
（単位：百万円） 

資 産 の 部 金  額 負 債 の 部 金  額 

流動資産 11,003 流動負債 3,584 

  現金預金 7,804 一年以内返済予定長期借入金 32 

  有価証券 0   一年以内返済予定移行前地方債償還債務 825 

  医業未収金 2,646   リース債務 218 

  棚卸在庫 243   未払金 1,967 

  その他 309   引当金（賞与引当金） 413 

固定資産 10,524   その他 129 

  有形固定資産 8,317 固定負債 11,713 

  無形固定資産 50 長期借入金 2,274 

  投資その他の資産 2,158   移行前地方債償還債務 3,643 

      リース債務 389 

      引当金（退職給付引当金） 4,609 

  
  その他 604 

  
負 債 合 計 15,297 

    純 資 産 の 部 金  額 

    資本金 2,654 

    利益剰余金 3,575 

資  産  合  計 21,527 負債純資産合計 21,527 

（注）計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

 

 
(2) 損益計算書 

（単位：百万円） 
科    目 金   額 

経常収益 （A) 17,633 

  営業収益 17,446 

  営業外収益 187 

経常費用 （B) 16,564 

  医業費用 16,000 

  一般管理費 306 

  営業外費用 258 

臨時損益 （C） 0 

当期純利益 （A-B+C） 1,069 

（注）計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 
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(3) キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 

科    目 金   額 

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー （A) 1,908 

    診療業務活動によるキャッシュ・フロー 968 

    その他の業務活動によるキャッシュ・フロー 1,079 

    利息の受払額等 △ 138 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー （B) △ 3,177 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー （C)  1,229 

Ⅳ 資金増減額 （D=A+B+C） △40 

Ⅴ 資金期首残高 （E) 2,640 

Ⅵ 資金期末残高 （F=D+E） 2,600 

（注）計数は、端数をそれぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 

 

 

１３. 財政状態、運営状況及びキャッシュ・フローの状況の説明 

 
（1）貸借対照表 

（資産） 

2022 年度末現在の資産合計は 21,527 百万円と、前年度と比較して 3,252

百万増（17.8％増）となっている。これは、固定資産が 3,844 百万円増加

（57.5％増）したことが主な要因である。 

 

（負債） 

2022 年度末現在の負債合計は 15,297 百万円と、前年度と比較して 2,183

百万円増（16.6％増）となっている。これは、建設改良費等の未払金の増加

等により流動負債が 460 百万円増加（30.5％増）し、新たな起債の借入等に

より固定負債が 1,678 百万円増加（16.7％増）したことも主な要因である。 

 
 

（純資産） 
    純資産は 6,230 百万円で、前年度比 1,069 百万円増（20.7％増）となって

います。これは、当期純利益 1,069 百万円を計上したことが原因です。 
 
 
（2）損益計算書 

（経常収益） 

2022 年度の経常収益は 17,633 百万円と、前年度と比較して 673 百万円増

（4.0％増）となっている。入院収益が 288 百万円増加（3.0％増）、外来収

益が 487 百万円増加（10.4％増）したことが主な要因である。 

 

（経常費用） 

2022 年度の経常費用は 1,654 百万円と、前年度と比較して 569 百万円増

（3.6％増）となっている。前年度と比較して材料費等の医業費用が 538 百

万円増加（3.5％増）したことが主な要因である。 
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（当期総損益） 

2022 年度の当期総利益は 1,069 百万円となり、前年度と比較して 104 百万

円増（前年度は 965 百万円の当期総利益）となっている。これは、前年度と

比較して経常費用は 569 百万円増加（10.8％増）したが、入院収益や外来収

益等の増加により経常収益が 673 百万円増加（4.0％増）したことが主な要

因である。 

 

（3）キャッシュ・フロー計算書 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

2022 年度の業務活動によるキャッシュ・フローは 1,908 百万円の収入とな

り、前年度と比較して 238 百万円の収入減（11.1％減）となっている。これ

は、前年度と比較して補助金収入等の収入が 359 百万円減少したことが主な

要因である。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

2022 年度の投資活動によるキャッシュ・フローは 3,177 百万円の支出とな

り、前年度と比較して 2,944 百万円の支出増（1264.4％増）となっている。

これは、前年度と比較して固定資産の取得による支出や長期性預金の預入に

よる支出が 3,280 百万円増加したことが主な要因である。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

2022 年度の財務活動によるキャッシュ・フローは 1,229 百万円の収入とな

り、前年度と比較して 2,286 百万円の収入増となっている。これは、前年度

と比較して長期借入金による収入が 2,306 百万円増加したことが主な要因で

ある。 
 
 
主要な財務データの経年比較 

（単位：百万円） 

      区    分 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

  経    常    収    益 15,634  15,967  16,960  17,633 

  経    常    費    用 15,308  15,572  15,995  16,564 

 当期総利益 〔又は（△）損失〕 326  395  965  1,069 

  資            産 18,099  17,880  18,275  21,527 

  負            債 14,299  13,685  13,114  15,297 

 利益剰余金〔又は（△）繰越欠損金〕 1,146  1,541  2,506  3,575 

 業務活動によるキャッシュ・フロー 1,229  1,407  2,147  1,908 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 388  △ 465  △ 233  △ 3,177 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,020  △ 1,044  △ 1,058  1,229 

  資   金   期   末   残   高 1,885  1,783  2,640  2,600 

（注）計数は、端数それぞれ四捨五入しているため、合計で一致しないものがある。 
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１４．内部統制の運用に関する情報 

   

内部統制の主な実施状況は、次のとおりです。 

 

＜内部統制の運用（業務方法書第５条、第９条、第 10 条） 

  当法人は、役員（監事を除く）の職務の執行が法、他の法令、長野市の条例、 若
しくは規則又は定款に適合することを確保するための体制、その他法人の業務の

適正を確保するための体制（内部統制システム）の整備等を目的として、内部統

制担当理事、内部統制推進部門、内部統制委員会が連携して、リスクの洗い出し

やその改善活動及びモニタリング、内部統制に関する研修会の実施等を通して、

内部統制システムの充実・強化を進めています。 
 
 ＜監事監査・内部監査（業務方法書第 14 条、第 15 条＞ 
  監事は、法人の業務及び会計に関する監査を行い、監査結果に基づき監査結果

報告書を作成し理事長に提出します。監査の結果、改善を要する事項があると認

めるときは報告書に意見を付すことができます。理事長は、改善すべき事項があ

る場合は、速やかに改善措置を講じ、その結果を監事に回答します。 
  また、理事長が指名する内部監査員が内部監査を行い、監査が終了後、監査実

施報告書を作成し、理事長に報告するとともに、監査の対象部門の長に通知しま

す。監査の結果、是正改善の措置をとる必要があると通知を受けた監査対象部門

の長は、速やかに当該措置を講じ、その結果を理事長に報告します。 
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１５.法人の基本情報（2023 年 3 月 31 日現在） 

 
(1) 法人名  地方独立行政法人長野市民病院 
(2) 所在地  長野市大字富竹 1333 番地 1 
(3) 設立年月日  2016 年 4 月 1 日 
(4) 設立に係る根拠法  地方独立行政法人法（平成 15 年法律第 118 号） 
(5) 設立団体の長  長野市長 
(6) 資本金  2,654,139,152 円（2016 年度末からの増減なし）  

  (7) 沿革 
2016 年 0 4 月  地方独立行政法人長野市民病院 設立 

  長野市民病院 開設（許可病床 400 床、30 診療科） 
06 月  SCU（脳卒中ケアユニット）を 12 床に増床 
07 月  ECU（救急専用病棟）10 床を開設 
08 月  地域包括ケア病棟 44 床を開設 

2017 年 01 月  肝臓・胆のう・膵臓外科を開設（31診療科） 
04 月  心臓血管外科、頭頸部外科を開設（33 診療科） 

2018 年 08 月  地域医療人材拠点病院の指定 
2019 年 04 月  肝臓内科を開設（34 診療科） 

06 月  リウマチ科を開設（35診療科） 
10 月  HCU（ハイケアユニット）と ECU を統合し、HCU･ECU20 床とし

て運用開始 
2020 年 03 月  地域災害拠点病院、長野県 DMAT 指定病院の指定 
2021 年 10 月  がんゲノム医療連携病院の指定 
2022 年 4月  DPC 特定病院群の指定 
2022 年 5月  新棟（東館）増築工事 着工 
2023 年 1月  大腸外科を開設（36 診療科） 
2023 年 3月  新棟（東館）増築工事 竣工 

   
  現在に至る 
   

 

(8) 設置・運営する病院 

ア 病院名    長野市民病院 

イ 開設年月日  2016 年 4 月 1 日 

ウ 診療科（36 科）  内科、神経内科、血液内科、呼吸器内科、消化器内科、

肝臓内科、循環器内科、腎臓内科、内分泌・代謝内科、緩和ケア内科、小

児科、外科、消化器外科、肝臓・胆のう・膵臓外科、大腸外科、呼吸器外

科、乳腺外科、心臓血管外科、脳神経外科、整形外科、リウマチ科、形成

外科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、頭頸部外科、

リハビリテーション科、放射線診断科、放射線治療科、麻酔科、歯科、歯

科口腔外科、救急科、病理診断科   

エ 許可病床数  一般病床 400 床 

（ICU4 床、HCU・ECU20 床、SCU12 床）  
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（9）組織図 

 

 

 

 


